
宮古保健所
アルコール健康障害対策について

宮古保健所 健康推進班

H28年12月21日 保健所運営協議会
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見出し

１ 健康おきなわ21（第2次）について

２ アルコール健康障害対策基本法について

３ アルコール健康障害対策の経過（宮古保健所）

４ 今後の計画
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宮古島市

宮古島市健康の輪推進プラン
（平成20年～）

健康みやこじま２１
（平成25年～34年）

多良間村

がんじゅうたらま21プラン
（平成20年～）

がんじゅうたらま21プラン（第2次）（案）

健康増進法
第8条

１ 健康おきなわ21（第2次）について



１ 健康おきなわ21（第2次）について
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１ 健康おきなわ21（第2次）について
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１ 健康おきなわ21（第2次）について



○アルコール健康障害対策基本法

（H26年6月1日施行）

○アルコール健康障害対策推進計画の策定

（H28年5月通知）

➡ 沖縄県は、平成29年度から策定に向けて取り組む予定。
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※別添資料参照

２ アルコール健康障害対策基本法について
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図2 アルコール健康障害の介入対象者と介入方法

２ アルコール健康障害対策基本法について
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２ アルコール健康障害対策基本法について



【目的】

つきあい酒が多い人に対して、オトーリレッドカード・イエローカードを

交付して、オトーリによる飲酒を自己管理できる環境整備を図り、健康
づくりを推進することを目的とする。

※平成17年 厚生労働省多目的コホート研究結果より

「他地域に比べて、宮古地域の男性は飲酒量が多い」

10

H17～H27 お酒を健康的に飲むための健酒推進事業（オトーリカード事業）

＜事業評価＞
（1）カードを取得した人について、実際に提示することは少ないが、
持っているだけで節酒につながっている人もいる。

（2）来所してカード発行希望する人は少ない。
事業見直し！

３ アルコール健康障害対策の経過（普及啓発）



新オトーリカードモデル事業（H27年8月～H28年3月）

事業スキーム

○宮古圏域における働き盛り世代に対し、リニューアルしたオトーリカードを発行することにより、適正飲酒量の理
解度向上と飲酒量の減少の効果を検証することを目的に、モデル事業を実施する。

【 モデル事業の流れ 】

対象者全員に計3回実施 （8月・10月・1月）

新オトーリカード

お酒を断る文言

適正飲酒量

＜対象者＞

○宮古圏域県出先機関職員

○宮古警察署職員

約３００名

【新オトーリカード】

配布あり群 １５０名

【新オトーリカード】

配布なし群 １５０名

【新オトーリカード】

配布あり群

【新オトーリカード】

配布なし群

【新オトーリカード】
配布あり群

【新オトーリカード】

配布なし群

2月： 集計・評価・分析

オトーリカードあり群／なし群比較

宮古地区の飲酒状況

多量飲酒の影響

適正飲酒量

カード使用方法等

リーフレット

○性別 ○年齢
○オトーリの有無・頻度
○適正飲酒量の認知度
○AUDIT／AUDIT点数の見方

健康と飲酒アンケート調査票
（Ａ４用紙 両面1枚）

【効果】

○節酒意識の向上

○飲酒量減少の傾向

○適正飲酒量の理解
協力機関へ結果報告

健康と飲酒アンケート調査票

配布

効果あり！

次年度、住民向け
に配布決定
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３ アルコール健康障害対策の経過（普及啓発）



○宮古地域の一般市民に対し、新オトーリカードを配布し、健康おきなわ21（第2次）の目標である
「節度ある適度な飲酒量を知っている人の割合を増やす」及び、「生活習慣病のリスクを高める量
を飲酒している者の割合の減少」を目的とする。
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新オトーリカード推進事業（H28年4月～）

３ アルコール健康障害対策の経過（普及啓発）

来所者へ発行 イベント発行

発行数 ６ ８３４

来所者：旅行者が4人、市民2人

イベント：事業者健診や食品衛生講習会、保健所主催の
研修会等

＜今年度の発行数＞H28年10月31日時点



【対象】

住民健診に来所した20～64歳以下の住民283人

【日時】平成27年10月1日～10月3日
【方法】無記名自記式アンケート調査（AUDIT）
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H27年度（地域保健班と合同）
多良間村における飲酒の実態調査

「飲酒している者のうち多量飲酒者の割合」
多量飲酒者が
多かった。

適正飲酒の推
進と多量飲酒
の予防が必
要！！

【男性】
沖縄県の約４倍以上
全国の約６.５倍以上

【女性】
沖縄県の約４倍以上
全国の約6倍以上

H24年度（地域保健班）
宮古地域における飲酒の実態調査

【対象】運転免許更新者

（有効回答数1620件）
【日時】平成24年7月3日～平成25年1月31日
【方法】無記名自記式アンケート調査（AUDIT）

３ アルコール健康障害対策の経過（実態調査）
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年／月 事業名 対象 主催者

H25/9 飲酒実態調査中間報告会 市・警察署・病院・医師会・高校・
民生委員など

地域保健班

H26/6 アルコール関連関係機関会議 宮古島市役所 健康推進班

H26/8 アルコール関連関係機関会議 市・警察署・病院・医師会・高校
など

地域保健班

H26/8 地域・職域連携推進会議 地域・職域関係機関 健康推進班

H26/10 アルコール問題関係者会議 多良間村役場 地域保健班

H27/6 宮古島市アルコール関連関係機関会議 宮古島市役所 健康推進班

H27/7 多良間村アルコール関連関係機関会議 多良間村役場 地域保健班
健康推進班

H28/2 多良間村アルコール関連関係機関会議 多良間村役場 地域保健班
健康推進班

H28/7 アルコール健康障害対策関係者会議 宮古島市役所、多良間村役場 健康推進班

３ アルコール健康障害対策の経過（連絡会議）
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日付 事業名 対象 主催者

H26/8 アルコール関連問題早期介入研修会 宮古島市役所、多良間村
保健指導従事者

地域保健班

H26/9 労働者の健康づくり研修会 事業主・健康管理スタッフ 健康推進班

H26/10 アルコール問題研修会 多良間村 地域保健班

H27/3 CRAFT研修報告会 保健指導従事者 地域保健班

H27/7 多良間村アルコール講演会 多良間村住民 地域保健班
健康推進班

H28/2 多良間村アルコール講演会 多良間村住民 地域保健班
健康推進班

３ アルコール健康障害対策の経過（人材育成）
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美ぎ酒飲み運動協定
かぎさきぬみ

【目的】
関係機関が協力して、過度の飲酒に
よる事件事故を防止すると共に
青少年の健全育成をはかるため、
「美ぎ酒飲み」運動を推進し、安全で
安心して暮らせる宮古圏域の実現を
目指す

平成27年5月7日締結

宮古管内県職員の飲酒行動倫理

○宮古島市役所 ○宮古島地区交通安全協会
○多良間村役場 ○宮古島警察署
○宮古島市教育委員会
○宮古島地区防犯協会

３ アルコール健康障害対策の経過（その他）

平成27年5月11日制定

沖縄県としては・・・
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４ 今後の計画

連絡会議

普及啓発

人材育成

（１）アルコール健康障害対策関係者会議（年1回）

（２）地域・職域連携推進会議および作業部会

（１）関係者向けに研修会開催を検討中

（１）新オトーリカードの発行

（２）節酒カレンダーの周知

（３）アルコール関連問題啓発週間

（毎年11月10日～16日）
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発達障害児の支援体制について
～宮古保健所における発達障害児相談の取り組み～

宮古保健所 地域保健班

H28.12.21

保健所運営協議会

1
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出典）政府広報オンライン

自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥
多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢に
おいて発言するものとして政令で定めるものをいう（発達障害者支援法）

発達障害とは
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１．母子保健事業の変遷

２．発達障害児相談事業
・個別相談、カンファレンス
・研修会
・情報交換会

３．支援体制について

本日の内容



S49～乳幼児一斉健診 市町村へ移管

S62～専門健診

H12～発達障害児相談

H10～母子保健クリニック

S57～巡回療育相談 事業所へ委託

昭和 平成

49 57 62 10 12 28

宮古保健所における母子保健事業
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発達障害児相談事業
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事業目的

事業内容
・個別相談、カンファレンス
・研修会
・情報交換会

保護者への助言
養育指導

発達障害の理解

地域の体制整備

専門職の育成



年度 H12 H13 H14 H15 H16

人数 10 13 13 14 16

年度 H17 H18 H19 H20 H22

人数 19 18 27 28 29

年度 H23 H24 H25 H26 H27

人数 16 7 9 4 6

相談者：延229名

個別相談（人数）
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落ち着きがない

パニックを
おこした時の対応

排泄が自立
していない

言葉が
遅れている

診断
治療内容

進級・進学の不安

視線を
合わせない

個別相談（相談内容）
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保護者

絵本の読み聞かせ

排泄の工夫の仕方

パニック時の対応

家で集中できる環境づくり

個別相談（助言内容①）
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支援者

学習教材の紹介

丁寧な予告

治療や教育に
関すること

社会のルール教える

個別相談（助言内容②）
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診断名

治療の必要性

治療薬の種類、
量の調整

宮古病院
医師

個別相談（助言内容③）

カンファレンスの様子
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年度 主な参加者 内容

平成12年度
～平成16年度

保護者、保育士
教諭、保健師
養護学校教諭

疾患についての知識
児の特性、対応方法について

平成17年度
～平成19年度

医師
診断のポイント
診療時の対応について

平成20年度
歯科医師
歯科衛生士

歯科治療における対応のポイント

平成23年度
～平成27年度

保育士、教諭
保健師
臨床心理士

発達障害の気付き、相談のつなぎ方
児や保護者への支援方法

研修会
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研修会の様子

対応の仕方について
具体的で分かりやすかった

気付きを大切にし
保護者へも伝えたい

言葉かけ、褒め方など
職員間でも共有したい
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情報交換会

平成25年度
参加者：市教育委員会、市障がい福祉課

市健康増進課、市児童家庭課
保育士、教諭 等

内 容：困難事例についての意見交換

平成26年度
参加者：市教育委員会、市障がい福祉課

市健康増進課、市児童家庭課
内 容：各機関の取組内容、課題の共有
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宮古地区の支援体制の変化

診断・治療

発達障害児(者)
支援室ゆい

臨床心理士の配置

連絡会の開催

市教育委員会

宮古病院

市健康増進課

臨床心理士の配置

臨床心理士の配置

臨床心理士の配置
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市健康増進課

村住民福祉課宮古保健所

中部療育
医療センター

宮古病院

琉球病院

南部医療センター
こども医療センター

市教育委員会

村教育委員会

宮古教育事務所

琉球大学
教育学部

幼稚園
小学校
中学校
高校

宮古特別支援学校

市障がい福祉課
「支援室ゆい」

がじゅま～る

市児童家庭課

宮古福祉事務所

相談支援事業所

保育園

子育て
支援センター

宮古地区における支援機関
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まとめ

育児不安の
軽減

診断・治療
技術向上

事業目的

保護者への助言
養育指導

発達障害の理解

地域の体制整備

専門職の育成

専門職
支援機関の増加

知識の習得

早期発見
早期支援


